
     

あなたも龍遊館を利 か？ 

施設はどなたでも利 だけます。 

使用料は午前午後を 部屋も 3 時間が１０００円で

 

 

大切に保存された遺品の数々に故人の面影が偲ばれます。 

                              
１０月３日から１２日までの期間で開催されました。戦没者の遺品は７月

中旬から８月３１日の間に市報「さんよう」や「宇部日報」のメデアの協

力を頂きながご遺族や戦地に行かれた約５０名の方々から１６０点もの遺

品が収集できました。 

戦地に行かれた方の生の声を聴きたいとの事から野村忠治様「満州開拓義

勇隊からに帰還」田中始様「戦艦伊勢からの帰還」吉岡進様「ニューギニ

アからの帰還」と題してご講演をして貰いました。奇跡の帰還をされた３

名のお話は死の境を毎日歩いて苦労されたことが私達の胸に焼き付きまし

た。奇跡にも近いご生還には大きな感動を受けました。この遺品展を通し

て「平和という事実」又「家族の絆と信頼」「社会の絆」がいかに大切で重

要なことかという事を実感できました。龍遊館の展示室が遺品の展示とマ

ッチングして和風の日本古来の温かさを雰囲気でかもし出していました。

ご英霊も大変喜ばれたと思っています。 

期間中、市内はもとより宇部市からも多数ご来館され、約３００名の方々

 

１１月号 

戦没者遺品展開催  
主催 山陽小野田市連合遺族会 

後援 山陽小野田市・山陽小野田市社会福祉協議会 

  

 

 

 

 

 

 
 

  

   

 
  

                                            

   

 
に拝観を受け主催者として深謝申し上げます。今後ともご支援をお願い申

し上げます。 

 

遺品展を拝観して 

戦争を知らない世代の人間として数多くの遺品が並ぶ会場に入っただけで

その会場は時間の止まった世界という感じがしました。歴史の中でしか捉

えていなかった戦争の重みを痛切に感じました。何十年たっていても生還

された方やご遺族の中では戦争は終わっていないのだと大切に保管されて

いる遺品を拝見して思いました。戦地で体験された壮絶な体験を語り続け

す。パイプ椅子や長

開館時間  9：00～

利用手続きは所定の

 

 

連絡先  0836

http//www.suje

アクセスしてみ

         

         
用しません

用していた

通じてどの

     
机などもあります。 

22：00 

申請書により下記まで申請してください。 

－84－1307 【龍遊館】 

t.co.jp/ryuyocan/ 

てね。            

        

    


